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億 ＝138億 

町税
24億800万円

町税
24億800万円

繰越金等
11億4,703万円

繰越金等
11億4,703万円

自
　 主
　　 財
　　　源

自
　 主
　　 財
　　　源

依依

存存

財財
源源

譲与税・交付金
5億9，554万円
譲与税・交付金
5億9，554万円

地方交付税
15億2,670万円

地方交付税
15億2,670万円

国支出金
35億4，410万円

国支出金
35億4，410万円

県支出金
7億9,091万円

県支出金
7億9,091万円

町債（借金）
14億623万円

町債（借金）
14億623万円

収入
114億

1，851万円

収入
114億

1，851万円

町税
　町民税・固定資産税・軽自
動車税など、みなさんが町に
納めている税金です。

国庫支出金
　国からの支出金で保育や医
療など使い道の決まった補助
金です。本年はコロナ禍で 2
倍以上増額となりました。

町債
　町の借り入れ金です。

繰越金等
　ふるさとづくり応援寄付
金等 1 億 9250 万円を含
みます。

　令和 2 年度はコロナの影響で支出は昨年度比 1.4
倍と大きく増額している。
　特別定額給付金や生活困窮者やエッセンシャル
ワーカーへの支援金事業、新生活様式対応へ調達
コスト増、コロナ関連の対策費だけで 20 億円以上
の支出の増額になっている。この金額のほとんど
は、国からの補助金である。

　令和 2 年度は制度改正やコロナ禍による企業業績の悪化により法人税が減収。コロナ対策と
して国・県支出金は倍増。また消費税 10％へ増税のため地方消費税交付金が 22％増額。

災害復旧費
2億3,015万円
災害復旧費
2億3,015万円

議会費
9,512万円
議会費

9,512万円

民生費
49億2,513万円

民生費
49億2,513万円

総務費
21億3,295万円

総務費
21億3,295万円

支 出
111億

9，524万円

支 出
111億

9，524万円

民
生
費

民
生
費

民
生
費

『コロナ支援等』

『シエル開設』

『子育て世代包括
　支援センター』開設

特別定額給付金など様々な
支援がありました。

広川町障がい者基幹相談支援
センターができました。

母子手帳アプリ導入や乳児家庭訪
問活動などが行われました。

１人

10万円
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112億＋ 26億 ＝138

※決算に係る数値は四捨五入しているため、　合計が合わない場合があります。

一般会
計

特別会
計

農林水産費
3億7,051万円
農林水産費
3億7,051万円

災害復旧費
2億3,015万円
災害復旧費
2億3,015万円

議会費
9,512万円
議会費

9,512万円

総務費
21億3,295万円

総務費
21億3,295万円

教育費
7億2,954万円
教育費

7億2,954万円

消防費
3億6,198万円
消防費

3億6,198万円

商工費
2億4,466万円
商工費

2億4,466万円

衛生費
7億38万円
衛生費

7億38万円

土木費
6億9，942万円
土木費

6億9，942万円

公債費
7億540万円
公債費

7億540万円

支 出
111億

9，524万円

支 出
111億

9，524万円

土
木
費

総
務
費

災
害
復
旧
費

『新庁舎建設』

『まち子のおにわ』
　　オープン

『豪雨災害の復旧』

来年５月完成予定

小さな子ども達の遊び場づくり

河川の越水被害や
農作物被害の対策

会計別の決算
収　入 支　出 差し引き額

一　般　会　計 114億1851万円 111億9524万円 2億2327万円

特別会計

国民健康保険 23億7553万円 23億4961万円 2592万円
後期高齢者医療 2億8583万円 2億7791万円 792万円
住宅新築資金等貸付 157万円 8万円 149万円
広川防災ダム管理 3543万円 3403万円 140万円

公営企業会計

水道事業（収益的収支） 3億8525万円 3億1647万円 6878万円
　　〃  　（資本的収支） 1192万円 8454万円 △7262万円
下水道事業（収益的収支） 3億8800万円 3億2551万円 6249万円
　　〃　　 （資本的収支） 4億45万円 5億2029万円 △1億1984万円

令和２年度

決算
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事
業
効
果
を

チ
ェ
ッ
ク

　
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
9
月

13
日
～
15
日
の
3
日
間
集
中
審
議

が
行
わ
れ
、
全
て
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

将
来
負
担
増
の
可
能
性
は

家
庭
ご
み
の
処
理
は

町
民
の
健
康
は

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

上
下
水
道
の
今
後
は

Ｑ　

本
年
度
、
国
勢
調
査
が
行
わ
れ

た
。
他
の
市
町
の
人
口
増
減
に
よ
っ

て
、
一
部
事
務
組
合
等
の
広
川
町
の

負
担
金
は
ど
う
な
る
と
予
測
し
て
い

る
か
？

Ａ　

八
女
消
防
組
合
負
担
金
で
い
う

と
消
防
費
は
約
１
０
０
０
万
円
超
増

額
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
、
一
部
事

務
組
合
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
構
成

市
町
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
で
家
庭
ご
み
の
増
減

の
状
況
は
ど
う
か
？

Ａ　

可
燃
ご
み
は
減
っ
て
い
る
が
、

資
源
ご
み
・
不
燃
ご
み
と
も
増
加
し

て
い
る
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
の
健
康
寿
命
増
進
策

は
で
き
て
い
る
の
か
？

Ａ　

フ
レ
イ
ル
対
策
に
力
を
い
れ
て

お
り
、
貯
筋
体
操
な
ど
を
推
進
し
て

い
る
。

※
フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
よ
り
身

体
的
機
能
や
認
知
機
能
の
低
下
が

み
ら
れ
る
状
態
の
こ
と
。

Ｑ　

町
単
独
で
開
設
さ
れ
た
広
川
町

障
が
い
者
基
幹
相
談
セ
ン
タ
ー
「
シ

エ
ル
」
の
利
用
状
況
は
い
か
が
か
？

Ａ　

相
談
件
数
、
利
用
人
数
と
も
に

増
え
て
い
る
。
利
用
し
や
す
い
と
好

評
で
あ
る
。

Ｑ　

上
・
下
水
道
の
財
政
の
観
点
か

ら
今
後
の
方
向
性
は
？

Ａ　

下
水
道
は
加
入
率
が
低
い
。
経

営
面
か
ら
も
町
民
に
理
解
頂
き
、
加

入
促
進
に
努
め
る
。

　

予
算
執
行
及
び
経
理
事
務
、
財

産
の
管
理
な
ど
財
務
関
連
事
務
は

良
好
な
執
行
が
う
か
が
え
る
。

　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
収

支
状
況
は
適
正
な
予
算
執
行
で
す

べ
て
黒
字
決
算
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
対

策
、
社
会
保
障
費
の
増
加
、
公
共

施
設
老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
多
額

の
財
源
を
要
す
る
事
業
に
も
数
多

く
取
り
組
ん
で
い
る
中
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
収
ま
る

気
配
も
見
え
な
い
。こ
の
よ
う
な
中
、

財
政
運
営
に
一
段
と
厳
し
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
後
、
徹
底
し
た
精
査
を
行
い

さ
ら
な
る
創
意
工
夫
に
よ
り
町
の

発
展
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
の

増
進
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

町の主な財務状況

資産…基金・債権・出資金・有価証券

� 31 億 8617 万円

負債…町費� 78 億 54 万円

　　　上水道事業　負債� 3 億 2916 万円

　　　下水道事業　負債� 28 億 6937 万円

井上監査委員

さ
ら
な
る
創
意
工
夫
を

～
監
査
委
員
意
見
～
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⑴　

令
和
２
年
度
決
算
７
件

	
【
２
・
３
・
４
ペ
ー
ジ
参
照
】

〇
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

反
対
討
論
（
江
藤
議
員
）

　

同
和
対
策
事
業
は
法
律
に
の
っ
と

り
一
般
対
策
で
す
べ
き
。
教
育
予
算

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
頼
ら
ず
町
の
予
算
対
応

を
。
町
債
の
増
加
に
つ
い
て
町
民
負

担
や
今
後
の
財
政
運
営
に
ど
う
影
響

す
る
か
説
明
す
べ
き
。

賛
成
討
論
（
池
尻
議
員
）

　

同
和
問
題
は
存
在
し
て
い
る
。
補

助
金
は
、
規
約
に
の
っ
と
っ
て
い
る
。

真
に
差
別
を
受
け
た
人
が
問
題
解
決
に

向
け
活
動
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

　

反
対
１　

賛
成
11　

可
決

〇
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

４
件�

可
決

〇
上
下
水
道
事
業
会
計
決
算
に
認
定

２
件�

可
決

⑵　

報
告
１
件

〇
令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ
く

　
　
　
　

健
全
化
比
率
等
の
報
告

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字

比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負

担
比
率
・
資
金
不
足
比
率
と
も
に
健

全
段
階
を
示
し
て
い
る
。

⑶　

承
認
２
件

〇
手
数
料
条
例
一
部
改
正

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
発
行
の
手

数
料
は
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た

〇
新
庁
舎
等
建
設
１
期
工
事
（
電
気

工
事
）
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　
　

九
電
工
・
西
部
・
高
鍋
特
定
建

議
案
の
審
議

設
工
事
共
同
企
業
体

�

４
６
９
万
７
０
０
０
円
の
増
額

⑷　

同
意
１
件

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

田
中
靖
夫
氏　

選
任

⑸　

推
薦
１
件

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

貞
苅
え
り
子
氏　

推
薦

⑹　

議
案
６
件　
　
　

可
決

〇
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

〇
町
税
条
例
一
部
改
正
【
13
ペ
ー
ジ

参
照
】

〇
住
宅
新
築
資
金
貸
付
特
別
会
計
条

例
の
廃
止

　
　

令
和
４
年
度
か
ら
一
般
会
計
に

て
運
用
す
る

〇
消
防
団
Ｉ
Ｐ
無
線
購
入
に
係
る
契

約
の
締
結

　
　

携
帯
用
30
台　

車
載
用
８
台　

消
防
署
と
も
連
携

　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

　
　

９
９
０
万
円

〇
水
道
事
業
会
計
決
算
剰
余
金
の
処
分

　
　

６
７
４
３
万
円

　
　

建
設
改
良
積
立
金
へ

　
　

６
７
０
０
万
円　

　
　

翌
年
繰
越
利
益
剰
余
金

　
　

４
３
万
円

〇
吉
里
牟
礼
線
（
湯
府
橋
）
橋
梁
下

部
工
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
　

株
式
会
社　

広
建

　
　

６
１
４
９
万
円

⑺　

補
正
予
算
９
件　
　
　
　

可
決

�

【
表
１　

参
照
】

〇
一
般
会
計
補
正

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
事
業

Ｑ　

各
行
政
区
で
の
活
用
に
つ
い
て

の
各
区
長
等
へ
の
説
明
は
。

Ａ　

区
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解

Ｑ　

申
請
が
偏
る
の
で
は
な
い
か
。

町
直
轄
事
業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

Ａ　

主
体
性
を
考
慮
す
る
。
先
進
的

行
政
区
が
で
き
る
。

Ｑ　

事
業
は
何
年
か
継
続
す
る
の
か

Ａ　

初
年
度
の
様
子
を
見
な
が
ら
考

え
る
。

Ｑ　

サ
ロ
ン
で
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
の
か
。

Ａ　

講
師
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
招
聘
し

た
り
、
自
宅
か
ら
参
加
し
た
り
で

き
る
。

私
立
保
育
所
環
境
整
備
等
支
援
事
業

Ｑ　

補
助
金
の
減
額
が
あ
る
が
、
当

初
予
算
で
計
上
で
き
な
か
っ
た
の

か
。 

Ａ　

計
画
の
見
積
も
り
が
間
に
合
わ

ず
、
定
員
だ
け
に
基
づ
き
申
請
し

た
た
め
、
減
額
等
が
生
じ
た
。

Ｑ　

今
後
の
計
画
は

Ａ　

令
和
３
年
、
４
年
の
二
か
年
計

画
。
来
年
度
完
成
予
定
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

　

１
億
８
９
２
５
万
円
追
加

⑻　

議
員
発
議

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書

　
　

提
案
者　

栗
原　

福
裕

　
　

賛
成
者　

光
益　

良
洋

　
　

賛
成
者　

丸
山　

修
二

　
　
　
　
　
　
　

可
決

表１　補正予算の内容� （単位：千円）
会計名 補正額 補正後の金額 内　　　容

一般会計補正 ▲ 16,371 8,846,627
地域コミュニティ施設等デジタル化推進事業
私立保育所環境整備等支援事業
コロナ感染対策　道路橋梁費等

一般会計補正 189,250 9,035,877 災害復旧工事費等
国民健康保険会計補正 24,218 2,666,366 繰越金の増額　県交付金の増額
後期高齢者医療特別当別会計補正 4,014 300,532 決算確定等
住宅新築資金等貸付特別会計補正 ▲ 70 1,814 繰越金の減額
防災ダム管理特別会計補正 1,648 30,936 決算確定等
防災ダム管理特別会計補正 4,000 34,936 農地農林業施設災害復旧工事等
水道事業会計補正 1,106 450,302 人件費の増額
下水道事業会計補正 ▲ 5,430 671,688 人件費の減額
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一般質問とは
※議員が一般事務に対し、その執行状況や将来の方針について、政策提

言や行政課題等を執行者に直接ただすものです。一人当たりの持ち時
間は答弁を含め、60 分です。議会だより掲載の原稿は、質問者本人が
作成しています。

議会情報は
　　こちら

質問者 質問項目 ページ

池尻　浩一
消防団の活動状況について
教育体制の今後の方針について

P7

栗原　福裕 公共下水道事業の見直しについて P7

江藤美代子
ジェンダー平等に向けての取り組みについて
教育関係予算について

P8

野田　成幸
下広川小施設の将来像について
通学路の安全確保について

P8

山下　茂
２学期制の導入について
空き家対策について

P9

竹下　英治

学校教育について
まち・ひと・しごと創生総合戦略について
防災危機管理について
上広校区の過疎対策（推進）について

P9

水落　龍彦
読書教育の推進について
学校教育の課題解決に向けての取り組みについて

 P10

町
政
町
政
をを
問
う
問
う
!!!!

７人が

質問
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池尻　浩一 議員

防災対策

Q 

消
防
団
の
出
動
状
況
は

A 

令
和
２
年
度
火
災
時
出
動
率
で
23
％

池
尻　

豪
雨
災
害
が
全
国
各
地
で
発

生
し
、
そ
の
中
で
消
防
団
の
力
は
欠

か
せ
な
い
。
団
員
数
は
確
保
出
来
て

い
る
と
い
う
中
、
有
事
の
際
の
出
動

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

町
長　

令
和
２
年
度
の
火
災
出
動
率

で
23
％
。
１
回
の
出
動
で
約
50
人
前

後
。
団
員
Ｏ
Ｂ
を
活
用
し
た
支
援
団

員
制
度
を
導
入
し
、
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
る
。

池
尻　

総
務
省
か
ら
消
防
団
員
の
処

遇
な
ど
に
関
す
る
検
討
会
が
行
わ

れ
、
条
例
改
正
及
び
、
予
算
措
置
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
町

の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

町
長　

出
動
に
当
た
っ
て
の
固
定
化

は
見
え
る
。
役
場
の
職
員
が
３
分
の

１
か
ら
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
報

酬
等
に
関
し
て
は
条
例
に
従
っ
て
い

る
が
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

池
尻　

役
割
の
多
様
化
、
様
々
な
主

体
と
の
連
携
が
必
要
と
感
じ
る
が
、

町
の
体
制
と
し
て
は
ど
の
よ
う
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
の
細
か
い
被
災
状

況
等
を
再
度
確
認
し
な
が
ら
水
路
等

を
含
め
、
消
防
団
と
協
力
、
検
討
を

続
け
た
い
。

〇
教
育
委
員
会
事
務
局
に
も
質
問

池
尻　

令
和
４
年
度
か
ら
導
入
予
定

の
教
科
担
任
制
で
、教
職
員
の
確
保
、

南
筑
後
教
育
事
務
所
管
内
の
取
り
組

み
、
教
職
員
能
力
の
バ
ラ
ン
ス
等
は

大
丈
夫
か
。

教
育
長　

教
員
の
確
保
は
懸
念
し
て

い
る
。
そ
の
他
予
想
さ
れ
る
課
題

は
、
国
か
ら
具
体
策
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。

栗
原　

除
外
地
域

に
は
、
町
の
中
心

部
や
国
道
3
号
バ

イ
パ
ス
の
計
画
路

線
の
地
域
も
の
あ

る
が
、
今
後
の
町

発
展
に
影
響
し
な

町
長　

公
共
下
水
道
と
合
併

浄
化
槽
の
負
担
と
補
助
の
不

均
衡
是
正
に
向
け
協
議
す

る
。

栗
原　

合
併
浄
化
槽
へ
の
再

度
の
補
助
金
の
考
え
は
あ
る

か
。

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ
考
え

下
水
道
計
画

Q 公共下水道事業の見直し地域を
　　　図面上で示す必要はないか

A 図面により具体的範囲を提示する

て
い
な
い
。

栗
原　

住
民
へ
の
説
明
を
し
っ
か
り

と
行
い
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
平
等
性

を
踏
ま
え
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

力
し
事
業
を
推
進
さ
れ
た
い
。

栗原　福裕 議員

い
か
。

町
長　

国
道
3
号
バ
イ
パ
ス
は
視
野

に
入
れ
て
い
る
。
5
年
ご
と
の
見
直

し
で
見
極
め
た
い
。

栗
原　

事
業
の
受
益
者
負
担
と
除
外

地
域
の
補
助
制
度
の
考
え
は
。

消防団訓練のようす
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ジェンダー平等に向けて

教育予算

Q 

役
場
内
の
女
性
管

理
監
督
職
の
登
用
率
は

A 

現
在
23
・
4
％
で
、伸

び
て
い
る

Q 
学
校
な
ど
の
ト
イ
レ
個

室
に 
生
理
用
品
の
整
備
を

A 

学
校
と
協
議
、検
討

し
て
い
く

Q 

P
T
A
会
計
か
ら
の
学

校
教
育
へ
の
予
算
執
行
は

な
く
す
べ
き
で
は
な
い
か

A 

学
校
で
使
用
す
る
物
品

は
町
が
負
担
す
べ
き
。学
校

に
確
認
、指
導
す
る

江
藤　

以
前
よ
り
女
性
登
用
率
は
伸

び
て
い
る
の
は
、
評
価
で
き
る
。
さ

ら
に
、
女
性
も
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
制
度
的
改
善
や
職
場
づ
く
り
に

努
め
ら
れ
た
い
。

町
長　

男
女
の
観
点
で
は
な
く
、
本

人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
人
事
評
価
に
基

づ
き
登
用
し
て
い
る
。
令
和
５
年
４

月
ま
で
に
、
30
％
目
標
に
向
け
取
り

組
む
。

江
藤　

経
済
的
負
担
の
軽
減
の
面
か

ら
だ
け
で
な
く
、「
学
習
権
の
保
障
」

や
「
女
性
の
健
康
・
尊
厳
」
な
ど
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
面
か
ら
も
ト
イ
レ
の

生
理
用
品
整
備
が
必
要
。
一
か
所
か

ら
で
も
始
め
て
ほ
し
い
。

町
長　

町
は
赤
十
字
の
寄
付
金
を
も

と
に
生
理
用
品
を
保
健
室
に
用
意
し

て
い
る
。（
就
学
援
助
を
受
け
て
い

る
世
帯
向
け
）し
か
し
、受
け
取
り
は

な
い
。
ト
イ
レ
に
常
備
す
る
こ
と
に

は
様
々
な
課
題
が
考
え
ら
れ
る
が
、

学
校
と
協
議
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

江
藤　

公
教
育
で
あ
る
学
校
に
、
任

意
団
体
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
か
ら
、

コ
ロ
ナ
対
策
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
安
全

対
策
に
む
け
て
備
品
や
消
耗
品
な
ど

の
支
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。
町
の
予

算
で
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

予
算
要
求
で
の
予
算
化
、

補
正
予
算
な
ど
で
対
応
し
た
い
。
今

後
、
学
校
に
も
確
認
、
指
導
し
た
い
。

江藤美代子 議員
安全のために PTA の会計から購入した
安全マット

上陽三潴線通学路の現状

通
学
路
安
全
確
保

Q 通学路等の安全確保は
　どの様になっているか

A PTAや関係機関と協議し安全対策に努める

野
田　

広
川
町
の
学
校
プ
ー
ル
は
老

朽
化
が
進
み
改
善
の
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
。

教
育
長　

建
設
か
ら
50
年
を
迎
え
、

老
朽
化
が
著
し
い
が
、
現
在
は
改
善

を
し
て
使
用
し
て
い
る
。

野
田　

改
善
に
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
と
思
う
が
、
今
後
の
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

現
行
の
ま
ま
プ
ー
ル
を
新

設
す
る
の
か
、
統
合
し
て
共
同
利
用

野
田　

千
葉
県
に
て
下
校
中
の
児
童
を

巻
き
込
ん
だ
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
て

い
る
。
広
川
町
の
通
学
路
の
点
検
等
安

で
き
る
施
設
を
設
置
す
る
の
か
、
合

理
的
に
判
断
し
た
い
。

野
田　

下
広
川
小
学
校
の
運
動
場
の

整
備
計
画
つ
い
て
う
か
が
う
。

教
育
長　

交
差
点
改
良
計
画
や
旧
下

広
川
学
童
保
育
場
跡
地
、
熊
野
神
社

参
道
な
ど
全
て
を
一
体
的
に
捉
え
て

最
も
効
率
的
な
整
備
を
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
進
め
る
。

野田　成幸 議員

学校施設管理

Q 

学
校
プ
ー
ル
の

　

改
善
策
と
今
後
の
計
画
は

A 

改
善
し
て
対
応
、整
備
計
画
は
未
定

と
協
議
行
い
危
険
個
所
の
一
覧
を

制
作
、
点
検
を
早
期
に
実
施
し
安

全
対
策
に
努
め
る
。

全
対
策
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

安
全
確
保

に
向
け
て
「
広
川
町

通
学
路
安
全
推
進
会

議
」
を
設
置
し
て
い

る
。
道
路
を
管
理
す

る
関
係
機
関
と
危
険

個
所
の
改
善
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

野
田　

児
童
や
保
護

者
か
ら
の
申
し
入
れ

は
あ
る
か
。

教
育
長　

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
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山
下　

２
学
期
制

導
入
の
理
由
は
。

教
育
長　

休
校
や

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
授
業
数
の

減
少
な
ど
へ
対
応

山
下　

広
川
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
が
開
設
さ

れ
た
が
運
用
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

町
長　

登
録
が
少
し
ず
つ
行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
県
や
宅
建
協
会
と
の
連
携
は
出
来

て
い
な
い
。

山
下　

広
川
町
の
空
き
家
利
活
用
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

町
長　

空
き
家
に
隣
接
し
た
一
定
規
模
の
田

畑
な
ど
は
農
業
委
員
会
と
協
議
し
て
対
応
す

る
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
流
通
に
乗
る
の
か
を

判
断
し
、
ま
た
簡
単
な
相
談
は
出
来
る
。

山
下　

空
き
家
の
抑
制
対
策
は
考
え
は
あ
る

か
。

し
授
業
数
を
確
保
で
き
る
こ

と
、
教
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
な
が
る
。

山
下　

保
護
者
等
へ
の
理

解
、
説
明
が
不
可
欠
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

保
護
者
へ
の
説
明

を
十
分
行
っ
て
い
く
予
定
、

学
校
教
育

Q ２学期制の
　　　　導入について

A 来年度より導入予定です

特
に
中
学
生
に
学
力
テ
ス
ト
後
に
保

護
者
面
談
を
行
い
、
課
題
や
生
活
状

況
も
伝
え
る
事
で
不
安
解
消
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

山下　　茂 議員

住環境整備

Q 

広
川
町
の

　
　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

A 

空
き
家
バ
ン
ク
、空
き
家
利
活
用
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
等
の
活
用
を
広
め
て
い
き
た
い

町
長　

空
き
家
対
策
制
度
が

あ
る
事
を
周
知
し
て
い
く
。

竹
下　

令
和
２
年
の
出
生
数

は
１
２
４
名
と
更
に
減
少
。

提
示
さ
れ
た
子
育
て
世
代
の

移
住
・
定
住
、
遊
び
場
の

充
実
、
保
育
士
の
確
保
等
だ

け
で
は
、
出
生
数
減
少
へ
の

対
策
と
し
て
不
足
で
は
な
い

か
。

町
長　

出
生
数
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
り
、
要
因
分
析
を
し
切
れ

て
い
な
い
。
令
和
元
年 

の

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

も
と
に
、
今
後
の
事
業
展
開

竹
下　

8 

月
に
も
溢
水
し
た
一
応

井
堰
、
五
の
江
井
堰
の
河
川
整
備
に

係
る
県
と
の
調
整
状
況
は
い
か
に
に
。

町
長　

一
応
井
堰
に
つ
い
て
、
転
倒

ゲ
ー
ト
を
設
け
る
場
合
、
上
流
の
河

床
を
低
く
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、 

長
い
距
離
の
河
川
改
修
が
必
要
と
な

る
。
ま
た
、
五
の
江
井
堰
は
、
河
川

出
生
数
減
少
対
策

Q 広川町の
　　出生数減少の原因は

A 要因分析は未完である

を
検
討
し
て
い
る
。

竹
下　

日
常
の
買
物
が
不
便
、
交
通
の
ア
ク
セ

ス
が
悪
い
等
へ
の
対
応
も
必
要
で
あ
る
。
住
ん

で
み
た
い
町
と
し
て
女
性
に
人
気
の
高
い
豊
後

高
田
市
の
施
策
等
も
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

竹下　英治 議員

県営河川整備

Q 

福
岡
県
と
の
調
整
は

　
　
　
　
　
　
　

順
調
か

A 

努
力
し
て
い
る
が
容
易
で
は
な
い

断
面
が
小
さ
い
こ
と
、
隣
接

の
町
道
が
低
い
こ
と
が
あ

り
、
転
倒
ゲ
ー
ト
の
設
置
と

共
に
や
は
り
河
川
改
修
自
体

が
必
要
と
な
る
。
河
川
改
修

は
下
流
域
か
ら
の
整
備
が
基

本
で
あ
り
、
ま
た
、
河
川
整
備
計
画

の
策
定
も
必
要
な
た
め
、
現
時
点
、

こ
れ
ら
井
堰
の
改
修
時
期
に
言
及
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

※
他
に
、
学
校
教
育
（
学
校
運
営
の

方
針
等
）、上
広
校
区
の
過
疎
対
策
（ 

3 

号
バ
イ
パ
ス
等
）
に
つ
い
て
質

問

広川町の出生数（人）の推移

該当年 H27 H28 H29 H30 R 元

出生数 211 158 182 161 137
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Q 

読
書
教
育
の

　
　
　

推
進
の
拡
大
は

A 

今
回
は
取
り
や
め
る

Q 

教
師
の
指
導
力
の

　
　
　
　

低
下
は
な
い
か

A 

効
果
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
指
導
助
言
し
て
い
る

Q 育成指導にどのような
　サポートをしているか

A 研修や指導主事の活用に努めている

水
落　

９
歳
ま
で
の
拡
大
の
話
は
元

教
育
長
の
方
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
の

で
、
教
育
委
員
会
で
共
通
認
識
等
さ

れ
て
い
た
の
か
確
認
し
た
い
。

教
育
長　

図
書
館
か
ら
の
提
案
で
教

育
長
も
一
旦
賛
成
し
て
い
た
が
、
担

当
の
方
で
協
議
を
し
た
結
果
今
回
は

取
り
や
め
て
い
る
。

水
落　

厳
し
す
ぎ

る
指
導
を
す
る
指

導
教
師
が
い
た
場

合
の
対
応
は
。

教
育
長　

教
育
委

員
会
と
学
校
が
連

絡
を
取
り
合
い
、

校
長
に
確
認
し
て

必
要
に
応
じ
て
指

導
助
言
を
し
て
い

く
。

水落　龍彦 議員

水
落　

学
校
の
管
理
職
が
い
ろ
ん
な

方
法
で
、
教
師
の
課
題
を
つ
か
み
支

援
し
て
い
く
中
で
総
合
的
に
判
断
し

て
、
教
育
委
員
会
に
情
報
が
届
い
て

い
く
と
い
う
こ
と
か
。

教
育
長　

校
長
会
、
学
校
訪
問
等
で

随
時
各
学
校
の
様
子
を
見
て
い
る
。

水
落　

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
広
川

町
以
外
の
教
職
員
の
人
事
交
流
は
考

え
て
い
る
か
。

教
育
長　

二
学
期
制
を
導
入
し
本
町

以
外
と
の
人
事
交
流
を
な
る
べ
く
図

る
。

議
長
報
告　

介
護
給
付
費
は
６
１
２
億
円

　

令
和
３
年
７
月
30
日
、
福
岡
県
介

護
保
険
広
域
連
合
令
和
３
年
第
２
回

定
例
議
会
が
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
構
成

す
る
市
町
村
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員

と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
の
令

和
２
年
度
事
業
運
営
費
は
、
本
連
合

の
組
織
運
営
に
必
要
な
経
費
に
あ
て

る
「
一
般
会
計
」
と
「
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
」
の
二
つ
の
会
計
に
よ

り
、
介
護
保
険
制
度
の
よ
り
安
定
し

た
事
業
運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
で
は
、
歳
入
総

額
20
億
１
４
０
万
円
、
歳
出
総
額
19

億
５
４
０
２
万
円
と
な
り
差
し
引
き

額
は
、
４
７
３
７
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
主
な
経
費
と
し
て
、
歳
出
の

27
％
を
占
め
る
総
務
管
理
費
派
遣
職

員
人
件
費
払
戻
金
５
億
３
９
４
３
万

円
、
11
％
を
占
め
る
給
料
・
手
当
等

職
員
人
件
費
２
億
１
６
０
３
万
円
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
の
57
％
を

占
め
る
国
・
県
・
市
町
村
か
ら
受
け

入
れ
た
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
負
担

金
11
億
１
１
５
８
万
円
を
第
１
号
被

保
険
者
保
険
料
軽
減
に
あ
て
る
た

め
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
繰

り
出
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
決
算

で
は
、
歳
入
総
額
７
０
３
億
６
６
６

１
万
円
に
た
い
し
、
歳
出
総
額
６
８

１
億
２
７
７
３
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

差
し
引
き
額
は
、
22
億
３
８
８
８
万

円
と
な
り
ま
す
。
主
な
経
費
で
は
、

歳
出
の
90
％
を
占
め
る
保
険
給
付
費

６
１
１
億
９
６
６
１
万
円
、
７
％
を

占
め
る
地
域
支
援
事
業
費
46
億
５
６

８
６
万
円
、
０
・
７
％
を
占
め
る
認

定
審
査
会
の
運
営
及
び
認
定
調
査
費

４
億
８
８
０
９
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
４
月
に
改
訂
さ
れ

た
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
介
護

保
険
事
業
計
画
第
８
期
に
基
づ
き
、

構
成
市
町
村
の
グ
ル
ー
プ
別
保
険
料

の
改
訂
が
な
さ
れ
、
広
川
町
は
Ｂ
グ

ル
ー
プ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
地
域
支
援
事
業
が
重
点
対
策
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

�

（
議
長　

野
村　

泰
也
）

読書教育学校運営

読み聞かせのようす
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令和３年８月　秋雨前線豪雨被害の報告

　　　新庁舎工事着々と進む

　秋雨前線豪雨の被害は

○町道梯本線で亀裂・沈下。
○一応・当条・智徳で冠水、その他 14 箇所で町道の損壊、

埋没。
○林道８箇所損壊。
○水路、ため池で８箇所破損等。
○広川、松の木川で溢水。
○尾山谷川、東福寺川で設備破損。
○農地 5 箇所破損等。

公共土木災害８件
� 1 億 4,600 万円（概算）

農作物被害　2.56ha
� 77 万 7,000 円（概算）

農業用機械施設被害
� 30 万円（概算）

　オイルタンク設置や新
型コロナウイルス感染症、
大雨の影響を受けたが、
着々と進んでいる。

復
旧
予
算
は

被 

害 

は

令和４年
５月完成

予定

令和３年
８月

林道の損壊現場

町道梯本線の亀裂
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広川町の小中学校令和 4年 4月から 2学期制導入へ

　２学期制とは　1 年間を２つの学期（前期・後期）にわける制度
〇年間の授業日数は今まで（3 学期制）と同じ
〇長期休業日（夏休み等）の日数・時期は今までと（3 学期制）と同じ
〇学校の完全週 5 日制が始まり、授業日数が 40 日程度減少したことで、その確保をどうするかで

始まった取り組み

〇授業時数の確保により学習の充実や、き
め細かな指導と評価ができる。

〇教職員に時間的ゆとりが生まれ授業の準
備や児童・生徒への助言指導にかかわる
時間がとれる。

〇通知表が年間 2 回に減ることへの保護者
の不安

〇中 3 の進路選択に対する保護者の不安

利　点

課　題

２学期制と３学期制の１年間の流れ

４月

春 

休 

み

三
学
期
制

春 

休 

み

冬 

休 

み

夏 

休 

み
修 

了 

式

始 

業 

式

始 

業 

式

終 

業 

式

終 

業 

式

５月 ６月

１学期 ２学期 ３学期

春 

休 

み

二
学
期
制

春 

休 

み

冬 

休 

み

夏 

休 

み
修 

了 

式

始 

業 

式

始 

業 

式

始 

業 

式

終 

業 

式

３学期

後　期前　期

７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

10 月の三連休

Ｑ　学力テストの範囲や回数の変化は
Ａ　前期 2 回後期２回としていく

Ｑ　保護者説明会等は
Ａ　町全体の取り組みとして説明する

Ｑ　教職員の異動に伴う不安要素は
Ａ　南筑後地区全体で解決していくべき

Ｑ　南筑後地区の他市町の動きは
Ａ　現在 8 分の４の市町が取り組んでいる
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総
務
産
業
常
任
委
員
会
の
協
議

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
の
協
議

〇
補
正
予
算
２
件

Ｑ　

サ
ー
バ
ー
リ
プ
レ
イ
ス
事
業
の

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

Ａ　

令
和
５
年
度
が
、
統
合
サ
ー

バ
ー
見
直
し
の
時
期
に
な
る
。
統
合

サ
ー
バ
ー
に
移
行
し
た
ほ
う
が
コ
ス

ト
が
抑
え
ら
れ
る
。

Ｑ　

Ｖ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
は
、
一
般
財

源
で
支
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、
補
助
金
は
な
い
の
か
。

Ａ　

補
助
金
は
な
い
が
、
交
付
税
の

対
象
で
あ
る
。

Ｑ　

役
場
駐
車
場
整
備
予
定
地
は
、

圃
場
整
備
区
域
内
に
あ
る
。
隣
接
地

の
地
権
者
と
の
話
し
合
い
を
進
め
て

い
る
か
。

Ａ　

説
明
し
、
了
承
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
る
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
生
活
様

式
対
応
事
業
者
支
援
事
業
は
、
来
客

型
店
舗
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の

の
、
飲
食
業
以
外
へ
の
支
援
が
少
な

い
の
で
は
。

Ａ　

福
岡
県
の
経
営
革
新
実
行
支
援

補
助
金
が
あ
る
。
補
助
率
が
４
分
の

３
、
上
限
が
50
万
で
あ
る
。
こ
ち
ら

を
ご
案
内
し
て
い
る
。

Ｑ　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
頻
繁

に
出
て
い
る
。
新
た
な
対
策
、
研
究

を
し
て
い
る
か
。

〇
補
正
予
算
に
つ
い
て

Ｑ　

体
育
設
備
点
検
委
託
料
は
、
ど

ん
な
と
こ
ろ
を
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

小
中
学
校
の
備
え
付
け
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
点
検
等
を
考
え
て

い
る
。

Ｑ　

ど
ん
な
業
者
に
委
託
さ
れ
る
か
。

Ａ　

体
育
施
設
の
設
置
、
修
繕
等
を

行
っ
て
い
る
業
者
に
委
託
す
る
。

Ｑ　

小
学
校
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
サ
イ
ズ

で
、
大
人
で
あ
れ
ば
、
ダ
ン
ク
が
で

き
る
が
、
ぶ
ら
下
が
り
を
禁
止
し
て

い
る
か
。

Ａ　

授
業
、
部
活
動
で
使
用
し
て
い

る
の
で
、
ぶ
ら
下
が
り
は
想
定
し
て

い
な
い
。
夜
間
休
日
に
は
、
社
会
体

育
施
設
と
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
の

で
、
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

外
国
語
指
導
助
手
の
委
託
に
あ

た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
選
定
を
し

て
い
る
か
。

Ａ　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行
っ
て

い
る
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は

　

価
格
だ
け
で
は
な
く
内
容
を
重
視

し
、
選
定
す
る
方
式

〇
議
案
に
つ
い
て

Ｑ　

特
定
公
益
増
進
法
人
と
は
、
ど

ん
な
も
の
か
。

Ａ　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
で
、
農

地
を
囲
む
方
法
が
有
効
と
考
え
て
い

る
。
有
害
鳥
獣
の
広
域
協
議
会
と
一

緒
に
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ　

各
区
の
公
民
館
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
要
望
は
あ
る
か

Ａ　

不
安
な
行
政
区
も
あ
る
が
、
今

後
必
要
に
な
る
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た
。

Ｑ　

設
置
に
つ
い
て
は
、
上
限
40
万

円
の
補
助
だ
が
維
持
費
は
ど
う
す
る

の
か
。

Ａ　

各
行
政
区
の
負
担
で
あ
る
。

〇
議
案
に
つ
い
て

Ｑ　

吉
里
牟
礼
線
橋
梁
下
部
工
工
事

の
工
期
は
い
つ
ま
で
か
。
ま
た
、
そ

の
内
容
は
。

Ａ　

工
期
は
、
令
和
４
年
３
月
ま
で

を
予
定
し
て
い
る
。
内
容
は
、
橋
台

と
呼
ば
れ
る
台
座
を
造
り
、
そ
れ
に

合
わ
せ
た
護
岸
工
事
を
行
う
。

※
サ
ー
バ
ー
リ
プ
レ
イ
ス
事
業
と
は

　

シ
ス
テ
ム
安
定
の
た
め
経
年
劣
化

し
た
サ
ー
バ
ー
を
更
新
す
る
こ
と
。

※
Ｖ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
と
は

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
た
め
パ
ソ

コ
ン
を
仮
想
化
す
る
技
術

Ａ　

教
育
ま
た
は
科
学
の
振
興
、
文

化
の
向
上
、
社
会
福
祉
へ
の
貢
献
、

そ
の
他
公
益
の
増
進
に
著
し
く
寄
与

す
る
法
人
で
あ
る
。

Ｑ　

特
定
公
益
増
進
法
人
等
に
対
す

る
寄
付
金
の
う
ち
、「
出
資
に
関
わ

る
業
務
に
あ
て
る
寄
付
金
」
は
、「
税

額
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
付
金
か
ら

除
外
す
る
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
へ
の
影
響
は
あ
る
か
。

Ａ　

学
校
や
独
立
行
政
法
人
、
日
本

赤
十
字
社
、
社
会
福
祉
法
人
等
に
対

す
る
寄
付
金
の
中
で
、
出
資
に
関
す

る
業
務
に
あ
て
る
寄
付
金
は
、
控
除

の
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
該
当
し

な
い
。

Ｑ　

特
定
公
益
増
進
法
人
等
へ
の

「
出
資
に
関
わ
る
業
務
に
あ
て
る
寄

付
金
以
外
」
の
寄
付
は
、
証
明
等
の

手
続
き
が
必
要
か
。

Ａ　

所
得
税
、
住
民
税
の
税
額
控
除

で
証
明
す
る
た
め
に
は
、
寄
付
を
受

け
た
法
人
か
ら
の
証
明
が
必
要
で
あ

る
。

Ｑ　

住
民
へ
の
周
知
は
ど
う
の
よ
う

に
す
る
か
。

Ａ　

確
定
申
告
前
に
、
広
報
誌
等
で

周
知
す
る
。
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新型コロナ感染防止対策の近況
　新型コロナウイルス感染症対策は最優先の課題です。行政と情報を共有し、この危機を乗り越え
る施策を着実に実行に移しています。直近のデータ２件を報告します。

○広川町のワクチン接種状況は
　当初の目標は、対象者（12 歳以上 17,395 人）の７０％、10 月 4 日時点で 76％、第３クール（9
月 13 日～ 10 月 23 日）予約分と 9 月 22 日から始まった小中学生（12 歳～ 15 歳）の接種見込みを
加え、80％へ目標を上方修正しました。

10 月 23 日までの接種見込み数（１回目）

区分（歳）12 ～ 14 15 ～ 19 20 代 30 代 40 代 50 代 60 ～ 64 65 以上 合計

対象者数 596 932 1,839 2,139 2,563 2,392 1,275 5,659 17,395

接種者数 283 594 1,208 1,423 1,903 1,978 1,094 5,316 13,799

接種率 47% 64% 66% 67% 74% 83% 86% 94% 79%

○公立八女総合病院コロナ病床利用率の推移（病院議会全員協議会資料　2021 年 9 月 29 日）

　病院のコロナ専用病床は、18 床（中等症対応）です。直近の月別の新規入院患者数の最高は、8
月で 30 人、延べ入院患者数は 1 月の 322 人（1 日最高 17 床）、一人の平均入院日数は 8.7 日となっ
ています。
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　八女中部汚泥再生処
理センター（愛称八女っ
くりん）は、浄化槽汚
泥や学校給食の野菜く
ずなどから、汚泥発酵
肥料『新八女大地』を
作っています。この肥
料は、一般販売や学校
の花壇などにも使われ、
大変好評です。
　学校給食の生ごみは、
これまで「燃えるゴミ」
として、処理していま
した。リサイクルする
ことで、経費の削減や
目に見える環境教育教
材としても期待されま
す。

①学校給食の野菜くず等
④『新八女大地』のできあがり

③機械で細かく裁断し発酵させます②週 2 回収集します

八
女
西
部
広
域
事
務
組
合

　

８
月
24
日
組
合
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
は
、
決
算
額
は
、
前
年
と
比

較
し
、
２
１
０
０
万
円
の
増
の
１
５

億
７
１
０
５
万
円
で
あ
り
ま
す
。

　

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
に
４
４
３
７
万
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
15
億
８
５
９
２

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

歳
入
に

つ
い
て
は
、
決
算
余
剰
金
の
清
算
と

し
て
、
繰
越
金
５
７
３
７
万
円
の
増

額
、
基
金
繰
入
金
１
３
０
０
万
円
の

減
額
で
す
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
広

川
・
立
花
最
終
処
分
場
維
持
管
理
等

基
金
の
積
立
金
２
７
３
７
万
円
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
工
事
請
負
費
１

７
０
０
万
円
の
増
額
で
す
。 

専
決

処
分
に
つ
い
て
は
、
草
刈
作
業
中
に

発
生
し
た
駐
車
車
両
の
損
傷
に
係
る

損
害
賠
償
の
専
決
処
分
の
報
告
で
あ

り
ま
す
。

　

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

学校給食の野菜くずなどを肥料に学校給食の野菜くずなどを肥料に
～八女中部汚泥再生処理センター～

（愛称　八女っくりん）
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編
集
後
記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

梅
本　
　

哲

副
委
員
長　
　

江
藤
美
代
子

委　

員　
　
　

山
下　
　

茂

委　

員　
　
　

丸
山　

幸
弘

委　

員　
　
　

水
落　

龍
彦

委　

員　
　
　

池
尻　

浩
一

傍
聴
席
は
、
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
程
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
議
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。　

☎
０
９
４
３
ー
32
ー
０
１
０
９

議
会
事
務
局
直
通

次
の
定
例
会
は
、令
和
３
年
12
月
７
日
開
会
の
予
定
で
す
。

お知ら
せ

お知ら
せ

お知ら
せ

　「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
議
会
及
び

議
員
の
活
動
を
正
確
か
つ
迅
速
に
伝

え
る
広
報
誌
で
す
。
議
員
6
人
で
編

集
を
し
「
読
み
や
す
い
、
わ
か
り
や

す
い
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
。」

そ
ん
な
満
足
を
町
民
の
皆
様
に
届
け

る
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
9
月
29
日
全
国
で
も
評
価
が
高
い

大
刀
洗
町
か
ら
講
師
を
招
き
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
（
審
査
）
を
受
け
、
紙

面
の
割
り
付
け
、
見
出
し
、
図
表
や

写
真
の
配
置
等
多
く
の
課
題
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
目
標
は
、
多
く
の
人
が
目
を
留
め

る
紙
面
づ
く
り
で
す
。
さ
て
、
今
般

の
出
来
栄
え
は
？
町
民
お
ひ
と
り
、

お
ひ
と
り
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
目
線
で

の
評
価
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
梅
本
哲 

記
）

　

9
月
30
日
に
任
期
満
了

と
な
る
古
賀
俊
夫
氏
の
後

任
と
し
て
田
中
靖
夫
氏（
智

徳
行
政
区
）
の
選
任
に
同

意
。

　

12
月
31
日
任
期
満
了
と

な
る
中
嶋
安
雄
氏
の
後
任

候
補
者
に
貞
苅
え
り
子
氏

（
川
瀬
行
政
区
）
を
推
薦
。

固
定
資
産
評
価
委
員

人
権
擁
護
委
員

議会の動き
８月 ２ 「議員委任による専決処分」学習会

６ 令和３年第２回福岡県南広域水道企業団議会定例会
13 議会運営委員会
18 広川町農業振興地域整備促進協議会
18 議会全員協議会
19 八女中部衛生施設事務組合定期監査・決算審査
24 令和３年第２回八女西部広域事務組合議会定例会
27 議会運営委員会

９月 ２ 第１回「議会だより第 83 号」編集委員会
２ 令和３年第３回広川町議会定例会
６ 議会運営委員会
７ 議会全員協議会
８ 総務産業常任委員会
９ 厚生文教常任委員会
13 一般会計等決算特別委員会
16 第２回「議会だより第 83 号」編集委員会
21 第３回「議会だより第 83 号」編集委員会
25 八女地域良質米生産支援協議会献穀田抜穂祭
29 広川町議会広報調査研修会
30 令和３年第２回公立八女総合病院企業団議会定例会
30 広川町表彰審査委員会

10 月 ４ 第４回「議会だより第 83 号」編集委員会
12 第５回「議会だより第 83 号」編集委員会
19 広川町戦没者・消防殉職者合同追悼式
20 八女中部衛生施設事務組合例月出納検査

議 会・ 委 員 会
協議会・調査など

令和３年８月～令和３年10月の行事

広報研修会のようす

田中靖夫 氏貞苅えり子 氏


